
　

こ
ん
に
ち
は
。
市
議
会
議
員
の
上
甲
で
す
。
も
う

12
月
。
年
々
一
年
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
朝
晩
冷
え
込
み
ま
す
が
、
ど
う
か
皆
さ
ん
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、「
さ
か
そ
う
通
信
」12
月
発
行
の
第
15
号
は
、

見
て
の
通
り
、
い
つ
も
と
少
し
違
い
ま
す
。
い
つ
も

は
私
が
パ
ソ
コ
ン
で
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
と
原
稿
を
作
成

し
て
、
印
刷
を
し
て
、
皆
様
に
お
届
け
す
る
の
で
す

が
、
今
回
は
、
原
稿
を
作
成
し
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等

の
構
成
を

「
プ
ロ
」
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
情
報
は
伝
え
方
に
よ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ

も
効
果
も
、
そ
し
て
記
憶
と
し
て
残
り
方
も
全
然
違

う
」
こ
と
に
つ
い
て
の
「
実
験
」
で
す
。

今
回
は
い
つ
も
と
違
う
「
さ
か
そ
う
通
信
」
で
「
情

報
の
伝
え
方
っ
て
大
事
だ
な
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

 　　

男
里
川
の
上
流
、
山
中
川
の
上
流
で
計
画
さ
れ
て

い
る
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場（
以
下「
産
廃
施
設
」）

の
設
置
計
画
の
問
題
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
の
計
画
の
一
番
の
問
題
は

　

水
資
源
へ
の
悪
影
響
が
不
透
明

　

こ
の
施
設
は
和
歌
山
市
に
て
建
設
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
地
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

左
の
図
の
と
お
り
、通
常
は
分
水
嶺
と
呼
ば
れ
る
、

雨
水
の
分
岐
点
と
県
境
は
同
じ
。
そ
の
為
、
自
分
の

県
や
市
に
流
れ
た
雨
水
は
、
自
分
の
県
や
市
に
流
れ

込
む
の
が
一
般
的
。
し
か
し
、
今
回
の
場
所
は
、
分

水
嶺
と
県
境
が
違
う
為
、
和
歌
山
市
に
降
っ
た
雨
が

阪
南
市
に
流
れ
込
む
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
現
状
は

問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
施
設
を
経
由
し
た
排

水
に
は
不
安
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
対
応
等
が
気
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
こ
に
も

う
一
点
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
者
の
説
明
が
不
十
分

　

こ
の
施
設
は
民
間
の
事
業
者
が
設
置
、
運
営
し
ま

す
。
し
か
し
、
事
業
者
に
よ
る
和
歌
山
市
民
、
阪
南

市
民
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
不
信
感
が
溜
ま
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
水
質
汚
染
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ

る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
十
分
な
説
明
が
無
い
為
、
阪

南
市
に
と
っ
て
は
、
現
状
で
は
、
深
刻
な
問
題
と
、

不
安
し
か
無
い
施
設
な
の
で
す
。

　

本
年
４
月
、
全
会
一
致
で
和
歌
山
市
に
要
望
書
を

提
出
し
た
、
我
々
市
議
会
で
は
、
現
在
「
我
々
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
、
議
論
と
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
阪
南
市
民
が

み
ん
な
で
こ
の
問
題
に
興
味
を
持
ち
、
認
識
し
、
阪

南
市
の
将
来
、子
ど
も
達
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
解
決
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

鑑
定
結
果
は
１
億
８
５
０
０
万
円

　

阪
南
市
役
所
の
横
に
あ
る
元
パ
チ
ン
コ
店
で
計
画

さ
れ
て
い
ま
す「
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
拠
点
施
設
」

は
、
こ
の
6
月
補
正
予
算
で
２
３
０
０
万
円
の
不
動

産
鑑
定
料
、
測
定
費
用
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

鑑
定
結
果
は
、
土
地
が
４
１
０
０
万
円
、
建
物
が

1
億
４
４
０
０
万
、
併
せ
て
1
億
８
５
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
現
在
、
実
施

設
計
及
び
積
算
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
避
難
所
と
し
て
活
用
可
能

　

こ
の
建
物
は
新
耐
震
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、

近
い
将
来
必
ず
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
お
い
て
は
海
抜
の
低
い
尾
崎
、
福
島
地
区
の

皆
様
の
避
難
先
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
よ
り
市
役
所
の
庁
舎
を
耐
震
せ
ん

か
い
な
」
と
の
ご
指
摘
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
庁

舎
の
耐
震
補
強
・
大
改
修
に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か

り
現
状
で
は
困
難
で
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
に
災
害
が
起
き
、
市
役
所
に
災
害

対
策
本
部
が
設
置
で
き
な
い
場
合
、
こ
の
施
設
は
そ

の
代
替
施
設
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

災
害
時
以
外
で
も
有
効
（
駐
車
場
問
題
）

　

皆
さ
ん
も
お
気
づ
き
の
と
お
り
、
市
役
所
・
サ
ラ

ダ
ホ
ー
ル
は
慢
性
的
な
駐
車
場
不
足
が
問
題
で
す
。

今
回
の
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
は
、
2
階
か
ら
5

階
が
駐
車
場
で
１
１
０
台
駐
車
可
能
で
、
そ
の
問
題

を
も
解
消
で
き
ま
す
。

　

施
設
の
内
容
と
し
て
は
、
展
示
回
廊
や
談
話
ス

ペ
ー
ス
、
研
修
室
、
会
議
室
、
備
蓄
倉
庫
な
ど
が
配

置
さ
れ
、
防
災
を
通
じ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
要

と
な
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
少
子
高
齢
化
対
策
、
教
育
環
境
整
備

を
目
的
と
し
て
平
成
18
年
11
月
に
「
小
中
学
校
及
び

幼
稚
園
の
整
理
統
合
・
整
備
計
画
」
と
し
て
策
定
さ

れ
、
平
成
24
年
2
月
に
は
計
画
の
調
整
、
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

計
画
実
施
と
し
て
は
３
つ
で
す
。

　

○
幼
稚
園
の
統
合
（
す
で
に
統
合
済
み
）

　

○
学
校
校
舎
の
耐
震
工
事

　

○
小
学
校
の
整
理
統
合

学
校
の
耐
震
工
事
は
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
阪
南
市
の
小
中

学
校
の
す
べ
て
の
体
育
館
は
耐
震
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
校
舎
も
ほ
ぼ
80
％
が
耐
震
化
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
西
鳥
取
小
学
校
・
舞
小
学
校
の
耐
震
化
が
完
了

す
る
予
定
で
す
。

小
学
校
の
整
理
統
合
計
画
は
協
力
が
必
要

　

平
成
25
年
4
月
に
尾
崎
小
学
校
・
福
島
小
学
校
が

統
合
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
多
大
な
る
ご
協
力
が
あ
り
、
同
級
生
の
数
が

増
え
た
子
ど
も
達
は
、
仲
良
く
元
気
に
、
楽
し
く
学

校
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
28
年
実
施
予
定
の
朝
日
小
学
校
・
朝

日
小
学
校
山
中
分
校
の
統
合
計
画
と
、下
荘
小
学
校
・

箱
作
小
学
校
の
統
合
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

同
時
に
平
成
29
年
実
施
予
定
の
東
鳥
取
小
学
校
・

波
太
小
学
校
の
統
合
計
画
も
少
し
ず
つ
動
き
出
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
尾
崎
小
学
校
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、充
実
し
た
学
校
生
活
の
た
め
に
は
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
と
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
子
ど
も
達
の
元
気
の
源
で
あ
り
、
楽
し
み
の
一

つ
と
な
る
。
そ
う
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
点
、「
通
学
路
の
安
全
確
保
の
問
題
」
だ
け
は
、

必
ず
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
皆

さ
ん
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必

要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

議
会
へ
の
素
案
提
出
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

経
て
、
こ
の
9
月
に
「
阪
南
市
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ

ス
シ
テ
ィ
基
本
計
画
」
が
策
定
、発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
齢
に
な
っ
て
も
地
域
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
社
会
」

を
め
ざ
し
、
阪
南
市
は
こ
の
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス

シ
テ
ィ
（
略
し
て
Ｓ
Ｗ
Ｃ
）
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

① 

食
文
化
の
向
上

　
　
　
　

② 

ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
の
活
性
化

　
　
　
　

③ 

産
業
振
興

・
都
市
基
盤
整
備

　
【
健
康
に
！ 

幸
せ
に
な
る
！
】

　　
　
　
　

① 

市
の
医
療
費

・
国
保
料
が
下
が
る

　
　
　
　

② 

子
育
て
・
教
育
の
活
性
化

　
　
　
　

③ 

阪
南
市
の
発
展

　

簡
単
に
言
う
と
、
健
康
に
な
る
こ
と
で
、
病
院
に

行
く
回
数
が
減
り
、
医
療
費
が
減
り
ま
す
。
医
療
費

が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
保
の
場
合
、
市
が
負
担

す
る
費
用
も
減
る
の
で
、
市
の
財
政
に
も
余
裕
が
出

る
為
、
国
保
料
の
引
き
下
げ
や
、
子
育
て
や
教
育
の

手
厚
い
補
助
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
が

阪
南
市
の
発
展
に
繋
が
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

Ｓ
Ｗ
Ｃ
の
構
想
は
拠
点
別
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
（
右
下
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

こ
う
し
て
み
る
と
魅
力
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

こ
れ
ら
全
て
を
、
ひ
っ
く
る
め
て
、

「
健
幸
都
市　

阪
南　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」

と
、
な
る
の
が
こ
の
構
想
な
の
で
す
。
我
々
議
員
も

こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
提
案
、
チ
ェ
ッ
ク
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
阪
南
市
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　　

最
後
ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
。
ブ
ロ
グ
・
上
甲
誠
後
援
会
も
含
め
て
、
阪

南
市
議
会
議
員 

上
甲 

誠
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

阪
南
市
会
議
員　

上
甲　

誠

阪
南
市
の
話
題
の
ニ
ュ
ー
ス

山
か
ら
川
へ
川
か
ら
海
へ
の
大
問
題

和
歌
山
市
滝
畑
地
区
の 

　

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
設
置
計
画

２３年　１月　和歌山市において事業駅各事前協議開始

　　　　４月　和歌山市にて事業計画説明会

　　　　　　　（本市から和歌山市に意見書）

　　　　７月　阪南市常任委員会にて説明

２４年　１月　阪南市と事業者が事前協議

　　　　　　　（本市から和歌山市に追加意見書を提出）

　　　　６月　事業者が阪南市住民説明会

　　　　９月　阪南市東鳥取連合自治会が

　　　　　　　和歌山市に要望書提出、阪南市市長も同行

２５年１２月　阪南市議会議長、副議長（当時、上甲）、

　　　　　　　厚生文教正副委員長で和歌山市議会に訪問

２６年　４月　阪南市議会が全会一致で和歌山市に

　　　　　　　要望書提出

　　　１１月　阪南市自治会連合会（阪南市全体）が

　　　　　　　和歌山市に要望書提出、阪南市市長も同行

和歌山市産廃施設建設計画についての
これまでの経緯

（左）通常の県境
雨が降っても頂上から
それぞれの谷に向けて水が流れる。
流れが分かれる境界線を
分水嶺（ぶんすいれい）と呼びます。
普通は山の頂上と同じになっています。

（下）今回の県境　県境よりも分水嶺が和歌山側にある為、和歌山側の雨が阪南市側に流れる。
その後山中川、男里川を経て、海に流れます。

分水嶺とは？

い
ざ
と
い
う
時
の
重
要
拠
点
に
！

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
拠
点
施
設
に
つ
い
て

　

パ
チ
ン
コ
店
跡
地
を
有
効
利
用

子
供
達
の
学
習
環
境
の
為
に

小
学
校
の
整
理
統
廃
合
と
耐
震
工
事

　

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
構
想

い
つ
ま
で
も
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
作
る

　

市
民
と
市
が
一
体
に
な
っ
て
行
う
活
動
で
す

ＳＷＣの
主な活動

ＳＷＣの
メリット

にぎわいのある市街地拠点
　　　医療拠点 （市民病院）
　　　駅前再構築 （尾崎駅）
　　　健康拠点 （保健センター）
　　　防災コミュニティ等拠点施設

　　自然 （山） 歴史文化拠点
　　　　エコツーリズム
　　　　歴史街道の石畳の活用
　　　　熊野古道体験
　　　　民間活力の活用

自然 （海） レジャー拠点
マリンスポーツ
青空市場 （直販所）
公共施設の利活用
健康遊具の設置

市全域
　健幸マイレージ
　街歩きツアー
　ウォークラリー
　モビリティマネージメント
　総合交通輸送システム
　地域コミュニテイ醸成

　　　　　和泉鳥取駅の整備
　　　　　　　バリアフリー化
　　　　　　　駅周辺の整備

拠点間の連携
トレイルランニング

トレッキング ・ ハイキング
サイクリングロード
レンタルサイクル
海岸ウォーク

スマートウエルネスシティ（ＳＷＣ）の基本構想
各拠点に役割をもたせ、 拠点間の協力連携を
行うことで、 新しい価値を生み出します。

上甲 誠 ブログ

人こそ街なり

阪南市のお得情報、 イベント、

こんなことを知りたかったが満載！！

http://blog.zaq.ne.jp/macjoe2/

ほぼ毎日更新！

「ともにさかそう 笑顔とお互いさまのまち 阪南」～ 自分を取り巻く人や自然などの環境と繋がり、互いに慈しみ、思いやり、感謝し、
自らができる役割を担いながら【お互いさま】、市民や各種団体、事業者、市役所が協働して【ともに】、市内に花を咲き誇らせ、緑を
大切にして自然を守る【花を咲かせる】、産業や地域資源を活かしてまちを発展させる【まちを栄かせる】、人（人財）を大切にする

【人を咲かせる】ことにより、市民みんなから笑顔がこぼれる【笑顔を咲かせる】まちにしていこう ～ 「さかそう通信」お届けします。

執筆／印刷 
　　上甲　誠（じょうこう まこと）
無所属　（1973年阪南市生まれ）　
市政相談所：〒599-0224　阪南市舞4-30-2
電話072-474-9211 メールmac@j.zaq.jp
構成／デザイン　夢プレSakaso
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阪南市ＳＮＳ登録しましたか？

まだなら今すぐ検索して下さい！


